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橋梁などの経年劣化による崩壊を防止するために,中性子ラジオグラフを用いた
非破壊検査の技術開発が進められている.

シンチレーションの光量不足を改善するために,MPPCを用いた光-光増倍パネルを開発.
短パルス光に対する感度分布に問題があり,コンクリート内部の水と鉄骨を区別するには

感度分布を10%以下にする必要がある.

LFEXレーザーによる中性子発生実験において,中性子ラジオグラフに成功.

内部回路の改良を行い,感度分布が大幅に改善された.

10cm厚の鉛の後ろのペットボトル内部の水を撮影することに成功した.
結論:中性子ラジオグラフによる非破壊検査のための要素技術の開発に成功.

感度分布
σ=5.8%に改善


